
第八中学校区（第八中学校・北丘小学校・東丘小学校）の取組状況 
 
１．検討体制 

各校の校⻑および教員達が月１回程度のペースで検討を実施。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
＜令和５年度から令和 6 年度にむけた変更点＞ 

「教務」削除。「図書館教育」追加。 
 
２．他校・他学年交流 

他交流を何度か実践。来年度は形を変えて取り組み継続予定。 
 

＜令和５年度＞      ＜令和６年度（検討中）＞ 
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校⻑会議 3 人 
3 

窓口会議 5 人(首席級) 

代表者会議 8 人 

① 児童会・生徒会活動 
② ICT 
③ 学習規律 
④ 不登校 
⑤ 支援・通級 
⑥ 教務 
⑦ 総合（キャリア/人権/地域） 
⑧ 授業改善（研究） 
⑨ 学校安全 

削除 

図書館教育追加 

資料２−１ 



３．他市視察 
   茨城県⽔⼾市の併設型小中学校を視察。３校の代表者・希望者とともに出張。⽔⼾

市では「⽔⼾教学」を軸に９年間のカリキュラムを⽴案していた。 
 
４．めざすこども像を踏まえた「総合的な学習の時間」全体計画 

令和 5 年 6 月に各校の教員でグループワークを実施。どんな力をのばしたいか等を
含めて議論を行い、めざすこども像（つけたい力）を「もちあじを大切に、他者とつ
ながりチャレンジする力」とした。それを踏まえ「総合的な学習の時間」全体計画を
⽴案し検討を進めている。（資料２−２） 

上記をめざし各校の現状の取り組みを意図・目的を交えながら情報共有中。 
（資料２−３） 

 
５．第八中学校における試行授業について 

近年、非認知スキルを伸ばすとして注目されている「探究学習」に取り組む予定。
「自己有用感」「他者との協働」「挑戦心」といったエッセンスが盛り込まれているた
め、めざすこども像「もちあじを大切に、他者とつながりチャレンジする力」に効果
的だと想定している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．今後に向けて 
 

 
 

   令和 5 年度で一定の情報交換ができたため、令和 6 年度に向けて第八中学校区とし
てどのような学校にしていくべきかを学校全体で共有・推進していく。 

令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 
各校の情報共有 めざす姿の共有 開始前年度準備 併設型開始 


